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研究の背景及び目的

樹脂材料は，その低摩擦性から，潤滑液無しの環境で使われる機械要素の材
料として注目されています．本研究では，耐熱性の高いPEEK(Polyethereth
erketone)とアルミナセラミックス球を組合わせた転がり軸受を対象に，無
潤滑下での運用を念頭にした設計基準の策定を模索しています．特に，大気
中無潤滑下では摩耗による影響が大きく，摩耗メカニズムを解明し設計へフ
ィードバックすることで摩耗に強い樹脂軸受の開発を目指しています．

期待される効果・応用分野

本研究で用いたPEEKやアルミナセラミックスは，歯のインプラントに用いられる程，生体に対
する親和性の高い材料になります．そのため，食品や製薬の製造現場での利用が期待されます．
その他にも，樹脂の軟らかい特性により，万一破片が流出してもその破片が製品に傷をつける等
の二次被害を防ぐような設計が可能になると考えられます．
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